
 

「科学技術指標 2019」及び「科学研究のベンチマーキング 2019」を公表 

 

科学技術・学術政策研究所(NISTEP)は、「科学技術指標 2019」と「科学研究のベンチマー

キング 2019」を公表した。いずれのデータもそれぞれの詳細ページでダウンロードができ

る。 

 

科学技術指標 2019の表紙（出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所、科学技術指標

2019、調査資料-283、2019年 8月 

 

科学技術指標 2019 

 

 科学技術指標は、科学技術活動を客観的・定量的データに基づき体系的に把握するため

の基礎資料であり、約180の指標で日本及び主要国の状況を表しています。「科学技術指標」

は、科学技術活動を「研究開発費」、「研究開発人材」、「高等教育と科学技術人材」、「研究

開発のアウトプット」、「科学技術とイノベーション」の５つのカテゴリーに分類し、約 180



の指標で日本及び各国の状況を表しています。 

 

 「科学技術指標 2019」から見た主要国研究開発費では、一位は米国、二位は中国、三位

はＥＵ諸国、四位は日本となる。日本の研究開発費、研究者数は共に主要国(日米独仏英中

韓の 7か国)中第 3位、論文数(分数カウント)は世界第 4位、注目度の高い論文数(分数カウ

ント)では世界第9位、パテントファミリー(2か国以上への特許出願)数では世界第1位です。

これらは昨年と同じ順位です。 

 

 

主要国における研究開発費総額の推移（出典）文部科学省 科学技術・学術政策研究所、

科学技術指標 2019、調査資料-283、2019年 8月 

 

 日本の産業において、研究者に占める博士号保持者の割合(高度研究人材の活用度)は産業

分類によって異なり、米国と比較すると高度研究人材の活用度が低い傾向にあります。ま

た、日本の人口 100万人当たりの博士号取得者数は、主要国と比べて少なく、日本のみ減

少傾向が続いています。 

 

詳細ページ https://www.nistep.go.jp/sti_indicator/2019/RM283_table.html 

 

科学研究のベンチマーキング 2019 

 



 科学研究のベンチマーキングは、主な成果公表媒体である論文に着目し、日本及び主要

国の科学技術活動を、論文という指標から把握するための基礎資料です。個別指標（①論

文数、②Top10％・Top1％補正論文数）と、複合指標（③論文数に占める Top10％補正論文

数の割合(Q値)）により、分野比較を含め、多角的に主要国の論文分析を行っています。ま

た、日本国内の論文産出構造の時系列変化をより詳細に分析するために、部門別・組織区

分別・分野別の状況に加え、論文数に基づく大学グループ別の分析を行いました。 

 

 「科学研究のベンチマーキング 2019」から明らかとなった日本の状況を見ると、日本の

注目度の高い論文数（Top10％・Top1％補正論文数）の世界ランクは 2000年代半ばより低

下していますが、ここ数年では順位を維持しています。ただし、論文数、注目度の高い論

文数ともに、世界シェアは継続して低下傾向にあります。 

 

 日本の分野別の状況を詳細に分析すると、臨床医学、環境・地球科学の論文数が増加す

る一方で、物理学、材料科学、化学の論文数が減少しています。 

 

 

詳細ページ 

https://nistep.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view_main&active_action=repository_view_

main_item_detail&item_id=6653&item_no=1&page_id=13&block_id=21 

 

 

日文新聞发布全文 

https://www.nistep.go.jp/research/science-and-technology-indicators-and-scientometrics

/indicators 
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